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実践知 ・ 臨床知の創造 と質的方法

企画者・司会者

話題提供者

指定討論者

企画の趣 旨
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ﾎ 杉本佐香

茂 呂 　雄二 　最近の『 教 育 心 理 学研 究』 には，

な りの 数 の質的方 法に 基 づ く研究 が 掲 載さ れて おり

人々 の共 同 を 通し た 学 びと育 ち に 関 す る 新 し い 知 見

も た ら し て い る 。 本 シ ンポジ ウ ムで は，この 質的方

論がも た ら し た 動きを 捉 え直す と と も に，加 速 し 先

化 するに はど う した らよい かを 議論し た。特 に現場

実践者が自 らの 実践知 ・ 臨床 知 を 自 ら 捉 え直 し ． そ

を 拡 張 す る に は どう し たらよい かに つ

てヒント に な る 議論が 行われ た。 　 実 践家の 持つ実

知 あるい は 臨 床 知は ， 実践 対 象 に関 す る知 であ る 。

践は共 同 し
て 行わ れ る か ら ，実 践知・ 臨 床 知は

， コミ

ニ テ ィ に 広 が る 社
会 的知であり，コ ミ ュ ニ テ ィのメ

バ ーの

化的多 様 性がっ くる ヘ テロな 知で あ る 。 　実 践

・ 臨 床 知 は ， 実 践者 自 身 に とっ ても ， 共同 する コ ミ

ニテ ィの他のメ ンバ ーにとっ て も ， 学 びと育ちに 関

る言 説的な知 である 。 そ れぞれ の実 践者 は ，過去の

験 と 未 来の実践 を つなぐ見通 し の 知をつ く り出そ うと

ｵ て い る 。同 時に 実 践 者 は ， この知を若い世 代 へ と 届 け

驍 ｽ め， 様々なペ ダゴジッ クな 言 説を 産 出してい る 。日

の 活 動 への実践知 ・臨 床 知 を養い ， そ れ

次 世代 に 継 承 す る 上 で，質的方 法 論は 極 めて有効で あ

。 　 本 シ ンポジ ウ ム では，保育実 践者， 教 師 ， 看護

践者， コミ ュ
ニ ティ住 民などの 具 体的 な実 践 を 活 写

て い る研 究 者 に 参加を願い ，実践知 ・ 臨床 知のリ ア

テ ィに迫 る に は ど う す べ きか， ま た

践知・臨床 知の 獲 得と 継

を どう支援できるのかについて議論 する。

的研究がある

し た ら 　 　 　 　 　 　　 　 　　　 　　　　 　 　 　杉万 　

夫 1 ． 質 的 研究 既 に して（ 定量的 研究に対 する

定 性 的 研 究 とい う 言 葉 が あ るに も
か かわ らず， なぜ

ま，質 的研 究を 標 榜 す る の か 。 そ の 理 由 があ ると し

ら，質 的・ 量 的 の区 別 な ど 全 く関係ない。その 理由

，いつ にか かって研 究者と研究 対 象 の 関係 の捉え 直 し

ある 。「研 究 対 象 に外在す る研 究 者」 と い う 両 者
の

係 が 不可 能であ る こと ， すな わち， 両者は 程度の 差

そ あ
れ

同的実践 の関係に あ るこ と， この認識 の転換 なく し

，質的 方法 な ど 標 榜する意 味 は な い 。 　当事 者

研究者の協 同 的 実践は，必ず ，特定の時 代， 特 定の

所
に おける 特定 の 入 物たち に よ る 協 同的実 践 で あ

。 だか らこ そ ，普

性など，はなから 問 題に ならな い 。 普遍性に代わ る 規準

， メッセ ー ジ 性 と イ ン タ ー ローカリテ イ だ。 　

同 的 実 践（争いも含む） は ， 特 定の価値 が共有 さ れて 初

め て 可 能 に な る。だか ら こ そ ，

値中立性など 問 題 にな ら な い 。 価 値 中 立 性を装 うこ

は ，支 配 的 価 値に呪縛 さ れ ていることを 意味 す るのみ

　協同的実 践は ，現実の変 化につ なが って こ そ， な

ぽ のも のだ。現実を 動 かすに は ， 主 観 的

説 が必 須 。「水の 分 子は 水 素 原子 2個と 酸 素 原 子1 個 か ら

きて いる」 と 喀 観 的 言 説 を ） 何度 叫 ん で も水 は で き

い 。 　 以 上 の

うな点（ ま だ他にも あるが）に疎 いと，「

数 の 事 例 か ら何 が いえ るのか」 といった反発に 立ち

生して し ま うことになる。 2 ．科 学の 言 説空間

人間科 学
の

守備 範 囲 　 人間が知 ろ う と 知 るま い と 存

する
事

実 を 探求する 自 然科学に お い て は ，研究対象

一線 の向 こ う側 に据え， 研究者 は一線 のこ ち ら 側 から研

する 。それ に 対して， も う 一 つ の 科 学，す な わ ち 人

科学 に お いては， 当 事者 （ 研 究 対 象 ）と 研 究 者 が協

的 実践を 展開し ，そこか ら 知識 を紡

出 す、 従来 自 然科学のスタ ン ス で 研究さ れ て き た 現象

，人 間 科学の 射 程 に 捉 え ていく こ と一そ れ こ そ， 質

研 究 （ と い う 運 動 ） の意義であ る。 　 科 学 とは ， 言

空間を 豊 か にする営 みである。 し か も， 科学 の 特徴

， 文 学 とは対 照 的 に ，暗示 的な含蓄 ， 行
間 の 意 味 に

る こ と な く ， 明 示 的な 言説にこだ わる点にあ る。で

， 自 然科学と 人 間 科 学
は ，言説 空 間を農 かにす ると

う
科学

と

ての使
命
を共 有 し つ つ ， ど のよ うに異 な っ ているの だ ろ うか 。


